
2014年 12月 14日 「南北統一してアダム国家創建」 石川祐司教会長 

 

以下に訓読のみ言を掲載いたします。 

  

＜訓読のみ言＞ 

『平和經』 

第五篇 絶対価値と新しい世界秩序 9、統一主義は新しい文化革命の基礎  

日付：1983年 11月 25日 

場所：米国（シカゴ、マリオットホテル） 

行事：第 12回「科学の統一に関する国際会議」  

統一運動に対する共産主義の反対活動 

 共産主義は、自由世界を衰えさせるために、あらゆる策略と暴力に明け暮れています。私

が統一運動に対する彼らの反対活動を知っているように、皆様も、御自身の国における共産

主義の虚偽宣伝と破壊行為をよく御存じのはずです。  

 私たちはこれ以上、この問題を看過することはできません。したがって私は、すべての自

由世界と統一運動に対する共産主義者たちの攻撃の実際に関して、皆様に明らかにお話し

できる機会として、今回のこの席を選びました。私は、皆様御自身と学問の自由の保護、そ

してすべての自由世界の守護のために、このような事実を知る必要があると思います。  

 統一運動の世界的な発展に伴って、共産主義をはじめとした多くの敵対勢力の迫害があ

り、様々な所で妨害を受けました。私たちの活動が社会にとっては有益なものであるにもか

かわらず、反対を受けるのはなぜか、その理由が理解できません。そこで反対のその実質的

な根源を明らかにするために調査しました。  

 私たちのこのような調査によって、共産主義者たちが私と統一運動を破壊しようとする

陰謀を計画し、うそや事実の歪曲、流言飛語を組織的に吹聴してきたことが、結論として明

らかになりました。共産主義者たちは、統一運動を妨害するために、偽りの情報を組織的に

流布し、大衆動員を起こして統一戦線を結成し、対立と葛藤、闘争を引き起こしているので

す。共産主義者たちは、常にすべての反対者を除去するために、このような状況を助長して

います。  

 私は人類と神様の究極的理想である地上天国を実現するために統一運動を創設しました。

私たちの運動は、すべての人間の努力を傾注して宗教を復興させ、人間を教育する運動です。

私たちのような霊的な運動が、異なった関心事や方向を宣言する既成勢力から反対を受け

るのは、歴史的に避けられないことでした。  

 宗教運動はみな、その始まりから激しい迫害と敵意を呼び起こしました。このような困難

を克服した運動だけが、未来の世代のための主流思想と指導力になることができたのです。

ユダヤ教やキリスト教、さらには民主主義と共産主義さえも、このような典型的な例でした。 


